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               審   査   の   要   旨 
 
 本研究により発見された五つの新規酵素はβラクタム系抗生物質とAHLを分解できるという両機能性を有す
るという特筆すべき特徴を有していた。両機能性を示すアシラーゼに関しては、すでにStreptmyces属細菌で
報告されているが、AHLを介したクオラム・センシングを行うものが多く存在するProteobacteria門での発見
は大変意義深いことである。また、ラクタマーゼやラクトナーゼのような開環酵素で両機能性酵素活性を示す
酵素が見出されたのは世界で初めてのことであり、価値のある大きな成果と言えよう。また、バイオフィルム
形成に関わる研究で提案されたアデノシンを介しての間接的な誘導経路は斬新で魅力的なモデルであり、バイ
オフィルム研究の方向性の拡大につながる有用な情報となることに疑いはない。 
 平成26年1月23日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行
い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て合格と判定された。 
 よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
